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〔目的〕子 宮頸部 HPV 感 染 の 自然 史 を 知 る 上 で 、

HPV 感染率 が 低 い と さ れ る 高齢健常者 （閉経後）の 子

宮頸部の HPV 検 出率 に つ い て 検討 す る とと もに 、

上 皮 の 分化 に 関 連 す る エ ス トロ ゲ ン の 低 下 が HPV 増

殖を抑制 し、HPV 検 出率減少 の 原因 と な っ て い る か

を検討する こ と 。 　〔方 法 〕対象は 65 〜 ユ00 （平均

78．5 ）才 で 、子宮頸部擦過細胞診で 炎症以外 の 異常

を認め な い 81例で あ る。検体 は擦過細胞 で 、 DNA

抽出 し た 。 うち 37例は 萎縮性腟炎が あ り エ ス ト リオ

ー
ル 2mg を 14 日 間内服 し、そ の 後 の 擦過細胞 も採取

した 。 HPV 検 出は 26の 型 の HPV を検 出で き る L1 −

PCR 法を用 い た 。 　 〔成績〕 エ ス トリオール 負荷 の な

い 検 体 で は HPV 陽 性率は L2 ％ （1〆81）［HPV31 型

1 例 ］と低率 で あ っ た が 、エ ス トリオー
ル 負荷後検体

で は 16．2％ （6！37）［HPV6 型 4例 、　 HPV31 型 1例、

HPV33 型 1例 ］と他 の 報告 に ある50才未満 で の HPV

検 出率と ほ ぼ 同様で あ っ た 。　〔結論〕 高齢者 で は高

感度 の PCR 法 で の 検 出で も HPV 検 出率 が 低 い が、

こ れ は エ ス トロ ゲ ン 低値 に よ り上 皮の 分化が 抑制さ

れ、HPV の 増殖が 少 な い た め と考 え ら れ 、 真 の

HPV 陽 駐率は 高齢者で も若 年者 と同様で あ る こ と

が示 され た 。 また同時 に HPV 感 染 が長 期潜 伏 しや

すい こ と も示 され た 。

　 ［目的］先天性サイ トメガロ ウイ ル ス （CMV ）

感染の 発生頻度や障害の 程度は母体 の 抗体保有状

況に左右される．従来本邦で は欧米 と比較 して抗

体保有率が高く，95％以上の妊婦が抗体陽性で あ

る ため に妊 娠中の 初感染は少 ない とされて きた．

しかし，環境も変化 して きて い るの で過去 14年間

の 妊婦の 抗体保有状況の変動を調査 した．

　 ［方法］当院産科外来 にお い て 1980年〜1993年

に測定 された妊娠初回採血時の 6154血清の CMV
−CF 抗体価と， よ り高感度と される ELISA

に よる CMV −lgG 抗体を調査 した。　 CF 抗体測

定は 50％溶血法に基づ くマ イク ロ タイタ
ー
法で ，

デ ン カ生研社製 CF 抗原を用い た．　 IgG抗体測定

はエ ンザイグノ ス トELISA キ ッ トを用い，　 C

F 抗体陰性例に行 っ た，また最近 5年間の 例で は

生年，経産別に CF 抗体陰性率を比較した．

　 ［成樹 妊娠初期の CF 抗体陰性率は1980年，

1985年，1990年で は各々 7．0 ％，14。2％，21．6％

と上昇 し，1993年で は26．9％に達 した．IgG抗体

で も1980年，1985年 ， 1990年は各々 7．　0％，10．0

％，12．4％と抗体陰性率の 上昇が確認 された．ま

た，初産妊婦の CF 抗体陰性率は年齢が若い ほど

高 く，1970年代出生群は35，7％だが，1950年代で

は 13．9％ に過ぎなか っ た．また ，CF 抗体陰性率

は初産婦 26，7％， 3経産以上 は 9．6％で あ り，分

娩回数が少な い 程抗体陰性率は高か っ た．

　 ［結論］抗体陰性率にお い て CF 法と ELIS

Aで は差が見 られる もの の
，

い ずれ に せ よ近年の

本邦妊婦，特に若年層で の抗体保有率は低下 して

きて お り，今後重症型を含め た新生児 CMV 感染

症の 発生率の 上昇が予想 され警戒を要する。
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